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１。目的：個人の身体に応じた適切な運動習慣はﾊﾞﾗﾝｽのとれた食事摂取とともに健康を維

持する上で重要な要因である。そこで本研究においては運動と食事内容、特に朝食の栄養

が身体形態及び身体反応に及ぼす影響について調べることを目的とした。

2.方法:（1）19歳から22歳女子大生30名を対象に、形態の違いと運動時の身体反応との関

連について調べた。この時の食事摂取条件は自由摂取とし、運動条件は運動継続時間12分、

速度120ﾋﾟｯﾁ／分、歩幅80cinの速歩運動とした。形態は身長、体重、体脂肪率を測定し、身

体反応は運動負荷時の心拍数、血圧、呼気量、脂肪燃焼率から調べた。（2）速歩運動を29日

間継続し（運動群）、19日目から11日間朝食時の食事摂取ﾊﾞﾀｰﾝ制限を行い、運動及び朝食

の影響が身体形態と身体反応に及ぼす影響について調べた。又、食事摂取ﾊﾞﾀｰﾝ制限をし、

運動を行わない（非運動群）ｸﾞﾙｰﾌﾟを対照とした。

3.結果：形態が運動時の身体反応に及ぼす影響は、脂肪燃焼率が低い人は体重が53.5kg

以上で、安静時心拍数が多い人や運動前最高血圧が高い傾向にある人はBMIが21.44 以上

であった。運動継続の効果は、実験開始日に61.9%であった脂肪燃焼率が運動継続18日目

には86. 2%へと有意（Pく0.05）に上昇し、運動負荷前最高血圧は運動継続前の血圧に対して

96.3%、運動負荷後の最高血圧及び最低血圧が96.1%. 90.5%と非運動群に比べて有意（P<

0.05)に低かった。運動及び朝食内容の影響は、実験終了後の非運動群高脂肪食（脂肪Iﾈ

ﾙｷﾞｰ比55%）摂取ｸﾞ-ﾌﾟの運動負荷終了後の心拍数が、他の9ii>-ﾌﾟに比べて有意に多かった。
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（目的）生体内には内分泌系をはじめ種々の日内リズムがあり、内部環境は時刻により異
なる。運動負荷量は同じで、負荷時刻を変えた場合の骨・筋に及ぼす影響を検討した。

（方法）五週齢のF344/NSIC雄性ラットを対照群、寝る前運動群（跳躍負荷９時a.m.）と目

覚め運動群（5時. p.m.）の三群に分けた。運動群には八週間跳躍を負荷した。最終日の24
時間尿を採取後、エーテル麻酔下で採血し、臓器を摘出した。尿中および骨カルシウム、

骨中ホスファターゼ活性、尿中遊離型コルチコステロンとピリジノリンを測定した。
　（結果・考察）

　1.エサ摂取量、体重増加量は、三群に差はなかった。体長の伸びは、対照群に比べ、運

　動群のほうが大きい傾向にあった。2.肝臓、腎臓、牌臓の重量は三群間で差はなかった。

　副腎、胸腺、畢丸および最終日の尿中遊離型コルチコステロン排泄量も3群間で差がなか

　ったことより、跳躍運動がきついストレスにはなっていなかったと推察された。　3.ヒフ
　ク筋重量、ヒラメ筋、ヒフク筋グリコーゲン量、尿中尿素態窒素量は三群間で有意差はな

　かったが、いずれも運動群でわずかに高かった。4.大腿骨は乾燥重量、灰化重量、骨中

　カルシウム量とも三群間で差はなかったが、運動群でわずかに高かった。骨中酸性ホスフ

　ァターゼ活性は、寝る前群が他の二群に比べ高かった。骨中アルカリ性ホスファタ･－ゼ活

　性も、対照群に比べて、寝る前群で高かった。最終日の尿ではピジリノリン量とカルシウ
　ムが、対照群に比べ、寝る前群で高い傾向にあった。以上より、寝る前運動群では、他の
　二群に比べ、骨代謝が充進していると推察された。

174


